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平成２８年１１月 
 

ひらめき☆ときめきサイエンス～ようこそ大学の研究室へ～KAKENHI 

（研究成果の社会還元・普及事業） 

平成２９年度 募集要項 

 

Ⅰ．募集の概要   

 

１．事業の趣旨・目的 

本事業は、学術がもつ意義や学術と日常生活との関わりに対する理解を深める機会を社

会に提供し、以下に掲げる研究成果の社会還元・普及事業の推進を目的として、平成１７

年度から実施しています。 

・我が国の将来を担う児童・生徒を対象として、若者の科学的好奇心を刺激してひらめ

き、ときめく心の豊かさと知的創造性を育むこと 

・科学研究費助成事業（以下、「科研費」という。）による研究について、その中に含ま

れる科学の興味深さや面白さを分かりやすく発信すること 

・上記を踏まえ、学術の文化的価値及び社会的重要性を社会・国民に示し、学術の振興

を図ること 

 

２．実施形態 

本事業は、独立行政法人日本学術振興会（以下、「学振」という。）の委託により、我が

国の国公私立大学及び大学共同利用機関等、科学研究費補助金取扱規程（文部省告示）第

２条に規定される研究機関（以下、「機関」という。）が実施します。 

プログラムの実施にあたっては、学振と機関との間で業務委託契約を締結することとな

ります。 

 

３．応募資格 

これまでに、科研費の研究代表者として研究を実施したことがある研究者が所属してい

る機関の長とします。 

 
４． 応募件数 

同一機関から複数の企画書の提出は可能であり、件数の制限は設けていません。また、

過去に実施（応募）したプログラムを応募することも可能です。なお、複数の企画書を提

出する場合は、分野やテーマのバランスに留意してください。ただし、同一の実施代表者

からの応募は１件とします。 

そのほか、科研費の採択件数が多い機関については、科研費による成果を積極的に社会・

国民に発信することが求められていることから、本事業への積極的な応募をお願いします。 

 

５． 募集するプログラム 

以下の項目をすべて満たすプログラムを募集します。 
① 小学５・６年生、中学生及び高校生のいずれかが対象。 

② 科研費による研究に関わる基礎的な内容をより分かりやすく伝え、科学に興味を抱

けるような企画。 
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③ 機関の長を中心とした組織的な取組。 

④ 平成２９年７月下旬～平成３０年１月末の間の開催。 

 

６．対象分野 

科研費が対象としている、人文学、社会科学から自然科学までのすべての分野とします。

なお、企画書においては、受講生が分かりやすい分野名を選択してください。 

［分野名］ 

 人文、社会、歴史、地理、自然、地学、数学、物理、化学、生物、工学、農学、生活  

医歯薬学、その他 

 

７．平成２８年度採択数 

 平成２８年度は３３０プログラムを採択しました。 

 

８．経費 

 本事業を実施する上で必要となる経費（謝金、旅費、物品費、その他の経費（印刷製本

費、通信運搬費、会議費（クッキータイムでの茶菓代、食事代等）、役務費等、傷害保険料、

事務管理費））に使用することができます。 
 ただし、会議費については、プログラム実施日に実施者（Ⅱ．「２．実施者」参照）と受

講生の交流を目的とする場合に限り支出することができます。 
なお、事務管理費（プログラムの実施に伴い必要となる管理的経費）については、委託

費の１０％を上限として計上することができます。 
また、１プログラムあたり５０万円以内とします（実施件数及びプログラム内容によっ

ては減額されることがあります）。 
※ 詳細については、別添「委託費の経理管理について」を参照。 

 
９．実施機関の責任 

 以下のことを機関の活動として責任を持って行ってください。 

① 本委託事業は、機関独自の取組みとして、実施代表者等と連携して確実に実施する

こと。 

② 委託費の管理及び学振への連絡調整、書類提出等の事務手続を行うこと。 

③ プログラムの広報活動、受講生募集（「１３．広報活動」参照）、その他事業の実施

に関して、実施代表者等と協力して行うこと。 

 

Ⅱ．プログラムの企画について   

 

以下の点に留意し、別添「企画書等作成・記入要領」及び「委託費の経理管理について」

を参照の上、企画書を作成してください。 

また、学振の同意なく、企画書の内容を変更して実施することは認められません ので、

内容、実施日、受講対象者、募集人数を十分検討した上で、企画書を作成してください。 
 

１．企画の内容 

受講生が将来に向けて、科学的好奇心を刺激してひらめき、ときめく心の豊かさと知的

創造性を育む内容とします。 

科研費による先駆的な研究について、その中に含まれる科学の興味深さや面白さを講義、
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実験等を通じて分かりやすく語りかけ、また、研究者自身の歩み（研究を志した動機等）

や人柄に間近に触れることにより、受講生が学問の素晴らしさや楽しさを感じることがで

きるものになるよう心がけてください。 

その際、企画の背景を確実に説明してください。ただし、座学（講義等）に偏りすぎる

ことなく、実験、調査分析、研究施設の見学、フィールドワーク、ディスカッション、デ

ィベート、質疑応答等、受講生が自ら体験し考察できる企画としてください。 

また、できる限り若手研究者、博士研究員、大学院生、学部学生及び外国人留学生等の

協力を得て、昼食時間を含め受講生と積極的に交流できる場を設けてください。 

なお、本事業では、学協会や自治体等、実施機関とは別の組織が主催する行事の一部と

して実施するような企画等は、対象としていません。企画に当たっては、この点に留意し

てください。 

 

２．実施者 

実施者は以下のとおりとします。なお、実施分担者及び実施協力者は、必要に応じて加

えることができます。 
① 実施代表者 

プログラムの代表者であり、プログラムの企画、実施に関して主たる責任を持つ研

究者（これまで科研費の研究代表者として研究を実施したことのある者） 
② 実施分担者 

実施機関に所属し、実施代表者と共にプログラムの実施に関して分担して責任を持

つ者 
③ 実施協力者 

実施代表者、実施分担者以外の者でプログラムの実施に協力をする者（外部講師、

他機関研究者や大学院生・学部学生等） 

④ 事務担当者 

   学振との連絡調整及び事務手続きの実務を担当する者 
⑤ その他事務職員 

   委託費の管理及び委託事業の広報活動等を行う事務職員 
 
※  学振の「研究活動の不正行為及び研究資金の不正使用等への対応に関する規程」 

（平成１８年１２月６日規程第１９号、平成２８年３月３１日規程第３５号改正）

（別添「委託費の経理管理について」別紙参照）に基づき、学振が交付する競争的

資金、研究奨励金及び委託費等（以下、「研究資金」という）で不正な使用、不正な

受給又は不正行為により、一定の期間、研究資金を交付しないこととされた研究者

から応募のあったプログラムについては、当該措置の期間、採択しないものとしま

す。また、国の行政機関及び独立行政法人（学振を除く。）が交付する研究資金で不

正な使用、不正な受給又は不正行為により、一定の期間申請及び参加資格を制限す

る措置を受けた研究者から応募のあったプログラムについては、当該措置の期間、

採択しないものとします。 
 

３．受講生 

小学５・６年生、中学生及び高校生を対象とします。受講者数は２０～４０名程度を目

安としますが、プログラムの内容により増減を可能とします。 

 内容に応じて学年を絞ってください。これまでの実施状況から、小学生、中学生、高校

生に同時に講義・実験等を行うことは非常に困難であったため、プログラム内容にあわせ

た対象者の学年設定を心がけてください。このため、例えば、中学生と高校生などを同時
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に対象とするような場合は、プログラムの効果が十分達成されるような工夫を必ず行って

ください。 

 
４．過去のプログラムを踏まえた企画の立案 

 過去に本プログラムを実施した実施代表者が企画する場合は、前回の反省点を踏まえ、

プログラムの内容や広報活動における新たな工夫や改善を盛り込んだ企画を立案するよう

にしてください。その点については企画書（「１７．過去の採択実績」欄）に記載してくだ

さい。 
（よくある反省点の例） 

・事務担当者と連携が取れておらず、広報活動は実施代表者のみで行っていた。 
・実施日を学校の試験日の直前や部活動の大会、学校行事と同日に設定してしまった。 
・３日間にわたるプログラムで３日とも出席することを条件としていた。 
・プログラムが座学（講義等）ばかりで構成されており、受講生が参加できる実験・実

習の時間が確保できなかった。 
 

５．本プログラムと別の企画を同日に実施する場合 

 本プログラムを進路説明会、オープンキャンパスなど実施機関が別に企画する事業と同

日に実施することは差し支えありませんが、本事業の趣旨・目的に合致したプログラムに

するとともに、受講生募集はオープンキャンパスなどとは別に、本プログラムとして事前

に行ってください。 
 

６．安全配慮 

受講生への安全配慮は最優先事項とします。特に、実験、調査分析、施設見学に係る機

関内外の移動等の際には、適切な人数の実施協力者を配置するなど、安全に十分配慮する

ようお願いします。 

不慮の事故等、万一の場合に備えて、プログラム時間内（集合から解散まで）において

は保険加入（保険料は、委託費の範囲内で支出可能）を義務とします。なお、自宅と会場

との往復途中については、受講生本人及び保護者の責任のもとに行動することとし、本プ

ログラムの保険対象外とします。 

※ 施設内の事故等に対して既に保険に入っている機関は、本事業の実施（実験等も含

め）に当たってもその保険が適用されるか否かを確認し、適用されることが間違い

なく確認できれば改めて保険に加入する必要はありません。 

 

７．人権の保護及び法令等の遵守への対応 

  プログラムを実施するにあたって、個人情報の取扱いへの配慮を必要とする実験、安全

対策を必要とする実験、動物を取り扱う実験、その他参加者や保護者の同意・協力を必要

とする実験等を含む場合は、関連する法令や当該研究分野における基準等に基づいて、ま

た、倫理委員会等による承認等の手続を必要とする実験等については、その手続を取った

上で、実施してください。  

 

８．生物を取り扱う実験について 

  昆虫や植物等の採集及び標本の作製や、実験動物の観察など、生物を使用するプログラ

ムについては、以下の項目を遵守できる場合に限り、実施できることとします。 

①  飼育（栽培）・増殖された個体を用いることが可能であればそのようにし、野生個

体を用いる必要がある場合は環境影響を最小限にするように工夫すること。 
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② 本プログラムは動物実験の必要性を訴える機会ではない。やむをえずマウスなどの

実験動物を用いる場合は、代替法が存在しないことを確認のうえ、次のことを遵守す

ること。 

ⅰ各機関の動物実験関係規定に従って動物実験計画書を提出し、許可を得ること。 

ⅱプログラムの中で受講生に各機関の動物実験関係規定に従った講習を受けさせる

こと。 

ⅲ動物の苦痛低減や使用個体数の最少化などを心がけ、動物愛護に十分配慮して実

施すること。 

 

９．配付資料 

実施の際には必ずレジュメや資料等を配付してください。なお、レジュメや資料等は、

市販の図書をそのまま配付するのではなく、受講生の学年・理解度等を考慮し、分かりや

すく作成してください。 

また、受講生がプログラム実施前に事前学習を行えるように、可能な範囲で、事前にテ

キストの配付、推薦図書の連絡をしてください。 

 

１０．科研費の説明 

科研費による研究の意義などについて、オリエンテーション等において、実施代表者が

受講生に対し、本事業及び本プログラムとの関係を踏まえて、分かりやすく説明してくだ

さい。 

 

１１．未来博士号授与 

 プログラムの修了証書として未来博士号（名称変更可能）を作成し、受講生に授与して

ください（作成例は採択後に学振のホームページにアップロードします）。 

 

１２．受講希望者への対応 

 ① 申込み及び問い合わせへの対応 

受講希望者からの電話、FAX、郵送、メール、学振ホームページにおける WEB申込み

システム等による受講申込み及び内容の問い合わせについては、実施機関にて対応し

てください。なお、受講希望者は必ず保護者の同意を得ることとします。 

小学生が受講する場合は、できる限り保護者又は学校等の関係者が送迎するよう依

頼してください。 

受講対象者以外の方から受講申込みがあった場合は、本事業の趣旨・目的を説明し、

参加をご遠慮いただいてください。 

 

※ 参観・見学等について 

広報等に資する観点から、受講生の在学する学校に限らず近隣の学校も含め、

学校教員の参観・見学を推奨していますので、参観・見学を促す工夫を行い、積

極的に受け入れてください。 

また、受講生の保護者・家族等の参観・見学を受け入れることもできます。 

さらに、プログラムの内容によっては、保護者・家族等が参加することも可能

としますが、その際、受講生の自発的で積極的な活動を妨げることや、受講生の

実験等に不都合が生じないよう留意してください。 

 

② 選考・通知 

受講生の選考は、実施代表者等が中心となって行い、受講希望者には事前に十分余
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裕をもって（遅くともプログラムの１０日前までに）受講の可否、プログラムの詳細

等を通知してください。 

なお、受講生の選定はどのような方法（先着順・抽選等）で行っても構いません。 
 

１３．広報活動 

学振は事業全体としての広報はしますが、プログラム毎に個別に広報は行っていません。

実施するプログラムの広報は実施機関の組織的な取組が非常に重要ですので、関係各位が

連携して効果的な広報活動を行ってください。 
受講生募集については採択通知受領後（平成２９年４月上旬を予定）から開始すること

ができます。この時より、地域の広報紙や新聞、テレビなどメディアの協力もできる限り

得て、積極的に広報活動を行ってください。 

 地域や分野にもよりますが、教育委員会や学校への広報については、時間的余裕をもっ

て教育委員会の指導主事（例えば高校、理科担当）の先生に相談することも有効です。 

なお、各実施機関のホームページには必ず開催案内（学振ホームページへのリンク）を

掲載してください。 

 

１４．その他企画立案にあたっての具体的な留意事項 

 ① 実施場所 
   実施場所については、大学の構内や研究室、研究の対象となるフィールドなど研究

の雰囲気を味わえる工夫をしてください。一般の文化施設などのみで行うことは好ま

しくありません。 
 ② 開催予定日 
   小学生、中学生、高校生が参加しやすい日としてください（例：夏休み、冬休みの

長期休暇中、土曜日、日曜日、祝日）。 
   また、実施機関近隣の学校の行事予定等を十分に確認した上で設定してください。 
 ③ プログラム名 
   対象となる受講生に合わせた、具体的な内容がイメージできる分かりやすい魅力的

な名称としてください。 
④ プログラムの内容 

   企画の背景・目的を確実に説明してください。ただし、講義等に偏りすぎることな

く、実験、調査分析、研究施設の見学、フィールドワーク、ディスカッション、ディ

ベート、質疑応答等、受講生が自ら体験し考察できるよう、十分な時間を確保した上

で行い、充実した内容としてください。また、受講生が参加しやすいよう、開催日は

なるべくまとめて実施してください。 
⑤ プログラム当日のスケジュール 

   講義時間は連続して４５分を超えないように配慮し、質疑応答の時間及び休憩時間

を十分に設けてください。 
  また、「科研費の説明」、「アンケートの実施」、「未来博士号授与」の時間も必ず設け

てください。関係資料については、採択後に学振のホームページからダウンロードし

てください。 
⑥ 過去の実施プログラムの事例紹介 
  学振の「ひらめき☆ときめきサイエンス」のホームページで、過去に実施されたプ

ログラムの事例を紹介しているので、企画立案の参考としてください。 
（ URL : http://www.jsps.go.jp/hirameki/kako_jisshi_list.html ） 
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Ⅲ．その他   

 

１．アンケートの実施 

プログラム終了後、受講生にアンケートを実施してください（様式は学振から採択後に

連絡します）。 

 

 

２．終了後の報告 

 プログラム終了後、別に定められた報告書等（支出報告書、委託費収支簿、実施報告書、

完了通知書、参加者集計表、参加者名簿、アンケート集計表等）を学振に提出していただ

きます。 

 

３．終了後の情報発信 

 プログラム終了後、社会への情報発信の観点から、実施内容等を学振のホームページ上

で公開します。 

そのため、実施機関及び実施代表者においては、学振が機関の同意を得てプログラムの

内容、実施の様子を撮影した写真等を利用することがありますので、あらかじめご了承く

ださい。また、受講生等にはその旨伝達し、事前に了承を得るなど適切な対応をお願いし

ます。 

 

Ⅳ．応募方法   

 

１．提出書類 

提出書類は、学振の「ひらめき☆ときめきサイエンス」のホームページからダウンロー

ドし、以下の４つについて提出してください。 
（ URL : http://www.jsps.go.jp/hirameki/boshu.html ） 
 

① 平成２９年度確認書（要押印）Ａ４判 １部 【郵送】 

 

② 平成２９年度企画書 Ａ４判 ２部 【郵送】 

 

 ③ 平成２９年度委託経費明細書 Ａ４判 ２部 【郵送】 

※②、③について、片面で各２部印刷の上、プログラム毎に企画書、委託経費

明細書の順で並べ、上部をゼムクリップで留めて提出してください。 

 

④ 平成２９年度企画書等提出一覧 1部 【郵送及び E-mail※】 

     

※《ファイル名の付け方》 

「（５桁の機関番号）・（機関名）・企画書等提出一覧」としてください。 
（例：「12345・半蔵門大学・企画書等提出一覧.xls」 

《E-mailの件名について》 

「【（５桁の機関番号）・（機関名）】企画書等提出一覧の送付について」 
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２．提出方法 

機関の事務局にて応募するすべてのプログラムを取りまとめた上で、一括して送付して

ください。配達が証明できる方法（特定記録、小包、簡易書留、宅配便等）により 平成 

２９年１月１０日（火）～平成２９年１月１２日（木）に到着 するように、余裕を持って

送付してください。企画書等提出一覧を E-mailで送付する際も、同様の提出期間とします。

（封筒等の表には 「ひらめき☆ときめきサイエンス企画書等在中」と朱書きし、「機関番

号（５桁）」を明記 してください。） 

 

なお、送付された応募書類のうち、平成２９年１月１１日（水）までに発送したことが

証明できる場合に限り、１月１３日（金）に到着したものまで受理します。 

また、提出された書類の差し替えは原則として認めません。 

 

送付先：〒102－0083 東京都千代田区麹町５－３－１ 麹町ビジネスセンター 

      独立行政法人日本学術振興会 

      研究事業部研究事業課成果普及係 

E-mail 送信先：hirameki@jsps.go.jp 

 

Ⅴ．選定方法と結果通知   

 

１．選定方法 

応募のあったプログラムは、学振に設置された研究成果の社会還元・普及事業推進委員

会（以下、「委員会」という。）により審査されます。 
委員会においては、機関から提出された企画書をもとに、予算の範囲内で、本事業全体

での分野及び地域のバランスを考慮し、以下の観点から、実施するプログラムを選定し、

採択します。 

・科研費による先駆的な研究について、その中に含まれる科学の興味深さや面白さを分

かりやすく発信しようとしているか。 

・受講生の科学的好奇心を刺激する内容となっているか。 

・受講生の心の豊かさと知的創造性を育むことができる内容となっているか。 

・実施担当研究者の歩みや人柄に触れることができる内容となっているか。 

・受講生の自発的で積極的な活動を促す工夫がなされているか。 

・機関として、本プログラムの実施に向けて熱意のある対応となっているか。 

・募集対象者への効果的な広報活動が計画されているか。 

・受講生等への安全配慮が適切になされているか。 

・過去の活動実績がある場合には、その結果を踏まえた工夫や改善がなされているか。 

・同一機関において幾つもの類似したプログラムが企画されていないか。 

・他の目的の事業の一部として実施するプログラムとなっていないか。 

 

２．結果の通知 

選定の結果は、平成２９年４月上旬に通知します。なお、条件付きで採択をすることが

ありますので、その場合はプログラムの修正を求めることがあります。 
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独立行政法人日本学術振興会 

研究事業部研究事業課成果普及係 

電話：03-3263-1699  FAX：03-3263-1716 

E-mail： hirameki@jsps.go.jp 

URL：http://www.jsps.go.jp/hirameki/  

Ⅵ．問い合わせ先     


